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心脳連関は，わが国・海外を含め，古くから研究されていますが（「心の臓器」と書いて，心臓
と読みます），心腎連関のようなほかの臓器連関と比べると，心疾患・脳疾患を扱う医師の認知度
が必ずしも高くないように思われます。
本特集は，当初そうした現状を踏まえ，心脳連関に詳しくない医師に向けて，特に診療に関わる
ような内容の概説を試みようと考えましたが，編者自身が最近の知見を review するなかで「こん
な研究が行われているのか！」と驚くような心脳連関関連の知見が，近年いくつもわが国から発信
されていることに気付かされました。よって，心脳連関について，ここは押さえるべき，というポ
イントを含めつつ，心脳連関に関する最新知見を発表されたり，実際に汎用化を試みている先生方
に執筆者に加わっていただき，心臓を脳から（逆に脳から心臓を）診る，ということについての現
状の知識を得るに留まらず，将来展望を読者が抱けることを狙っていきたいと考えています。
なお，本特集では基本的に「心脳連関」という用語を用いましたが，一部の項目では文脈上

「脳心連関」という用語を用いました。
残りの余白で，「何で鈴木先生は心臓の医者なのに脳を研究しているんですか？」という，しば
しば聞かれる質問について，実例を交えて説明させていただければと思います。もともと自律神経
調整の動物実験から研究活動をスタートし1），自律神経調整の変調をきたすストレス・痛みについ
て，脳の核医学検査からストレス・自律神経関連脳領域を検索する臨床研究2）に携わる経験を得ま
した。その後，循環器内科医として精神的・身体的ストレスが病態の主座にあるたこつぼ症候群
（TTS）を経験した際，当時の診療医がストレスという言葉を漠然・曖昧に使用していることが気
になりました。このような背景に基づき，TTSの急性期（診断後１～4日）に脳の核医学検査を行
い，ストレス・自律神経関連脳領域が活性化していることを世界で初めて報告しました3）。幸いな
ことに，同研究は翌年のTTS の特徴に関するNEJM誌を含め4），現在までに多くの引用を得てお
ります。本研究について，下線を引いた実施過程を振り返っていただきたいのですが，検査から
数日以内に脳の核医学検査を行うこと（もちろん私自身が立ち合いを行いました）は，循環器内科
医でなければ決してできない脳研究かと思います。分野横断的な融合領域に心脳連関は位置してお
り，心臓・脳それぞれ単独の診療・研究にはない新規性や面白さが沢山あると私自身感じており
ます。本特集をとおして１人でも多くの読者に心脳連関への興味をもっていただき，診療・研究
を実践していただけるきっかけとなりましたら幸いです。
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